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Crown English Communication II, p. 153. 

 

Lesson 10 

Grandfather’s Letters 

 

One day, while Charles Grimaldi was going through his (1)late 

mother Margaret’s belongings, he found an old album with 

illustrated letters and cards signed “Kaka.”  Who were these 

letters from? 

－1 

Charles Grimaldi called his uncle Teddy, who 

also had letters from Kaka.  Grimaldi learned that 

Kaka was the nickname of his great-grandfather.  

His cousins also had letters from Kaka.  Soon, he 

had over 850 letters and cards: the world’s largest 

collection of illustrated (2)correspondence. He decided 

to (3)get it published. Princess Anne of England  

wrote the introduction for the book, Pictures in  

the Post.  Some of the profits support Save the 

Children, an international (4)charity. 

Eight more people contacted Grimaldi to say 

that they also had letters from Kaka.  A total of 

1,200 illustrated letters and cards had been 

discovered. 

Here is the story of Kaka and the times in 

which he lived—times of war, sea travel, and family 

life across England and colonial India. 
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Lesson 10—Lead 

(1) late  6a, p. 1084. 

 

・ 教科書本文では his late mother となって

いることから，名詞の前で用いられている

ことと，人(mother)を修飾していることと

を確かめさせる。の前で; the/one’s ～

という用法指示が教科書本文と合致して

いることから語義 6へ導く。 

・ 教科書のこの部分では「母親の持ち物を整

理して[に目を通して]いた」と言っている

ことから，語義 6a がふさわしいことを確
認させる。辞書の用例やの注記から，教

科書本文が「近頃亡くなった彼の母マーガ

レットの持ち物を整理していた」という意

味になることを確かめさせる。 



Lesson 10—Section 1 

(2) correspondence 1, p. 431. 

 

・ 語義番号全体に先立つのロゴと具体例

では a (…) ～/～sという用法指示を参照

させ，通例は不可算名詞だが，具体例を指

す場合は可算になり，時に修飾語を伴うこ

とがあることを確認させる。 

・ 教科書本文では the world’s largest collec- 

tion of illustrated correspondence と il- 

lustrated (イラストの入った)という語で

修飾されていることから語義 1に導く。ま
た collection (収集，コレクション)である

と言っていることから，1 通ごとの具体的

な手紙ではなく，「文通，書簡」という手紙

の集まりを指し，不可算用法になっている

ことを理解させる。 
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 (3) get 28a, pp. 798–800. 

 

・ 『ウィズダム英和辞典』ではしばしば多義

語にインデックスを設け，目的とする語義

が探しやすくなるように工夫している。教

科書本文が get it publishedとなっている

ことを確認させ，見出し語のすぐ後にある

インデックスの SVOC の文型部分をチェ

ックさせる。

 

・ インデックスで示された語義のうち，教科

書本文が文型表示get A doneや使役と

いう意味機能表示と合致することから語

義 28aへ導き，この部分では「それを出版
してもらうことに決めた」という意味にな

ることを確認させる。 

・ コラムを参照させ，同じく使役に使わ

れる have A doneとの意味合いの違いを確

かめさせるとよい。 



(4) charity  2, p. 320. 

 

・ 教科書本文が an international charityと

不定冠詞を伴った可算用法であることを

確かめさせて語義 2へ導く。 

・ カタカナ語として使われている「チャリテ

ィ(慈善，慈善行為)」を表す語義 1 をチェ
ックさせる。同じ語でも「チャリティとい

う行為」そのものを意味する場合は不可算

用法，「チャリティを行う組織」は可算用法

であることを確かめさせる。 
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Crown English Communication II, p. 154. 

 
－2 

Kaka was Henry Thornhill. Born in 1854, he 

was a (1)respected (2)army officer of the British Colonial 
Service in India. He had three children—Cudbert, 

Charlie and Madge—who all grew up in India.   

Madge married a naval officer and they had their 
first son in 1912, Teddy.  Baby Teddy’s attempts 

to say “grandpa” (3)resulted in Henry Thornhill’s 

nickname of “Kaka.” 

Kaka loved nature and had a great knowledge 

of Indian birds and animals, which he wanted to 

share with his grandchildren.  In 1914, he started 

sending illustrated cards to Teddy, who was one  

and a half years old at the (4)time. There are pictures 

of a number of animals, principally Mr. Hare and 

an elephant called 

Hathi, who have 

adventures with 

Teddy. 
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Lesson 10—Section 2 

(1) respected , p. 1601.

 

・ 教科書本文では a respected army officer

となっていることから，respected が名詞

を修飾する形容詞であることを確かめさ

せる。山形かっこ〈  〉に囲って〈人が〉

と選択制限が示されているのをチェック

させ，人を修飾する形容詞であることを確

認させる。 

・ 冊子辞書なら respectable, respectfulが同

じページにあるので意味の違いを確認さ

せるとよい。 

 

 

 

(2) army 1a p. 102.

 
・ 辞書の第 2用例が教科書本文と同じである

ことから語義 1a へ導き，意味を確認させ
る。

・ 語義に続く(→navy, air force)という参照

指示に注意させる。navy (p. 1274)は教科

書の次ページ 23 行目に，形容詞の naval  

(p. 1275)はこのページの 5行目でそれぞれ

使われているので調べさせるとよい。air 

forceは airの最後(p. 49)にある複合語をま

とめた部分に出ていることも注意させる。 
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(3) result 1, p. 1604. 

 

・ resulted と変化していることから名詞で

はなく動詞を，inが後続していることから

～ in Aという用法指示がある語義 1 を
確認させる。 

・ (A は…)という注記を参照させ，

教科書本文は名詞になっていることを確

認させる。辞書の第 2用例が動名詞になっ

ているのでチェックさせる。 



(4) time at the time, p. 1987. 

 
・ time のにあるので成句義を確認させ

る。成句見出しで[  ]が使われているが，こ

れは置き換え可能な要素を示しているの

で，at that timeという形もあることに注

意させる。 

・ →で nowの読解のポイント(p. 1312)を参照す

るよう指示があるので，チェックさせる。

読解のポイントは英文の論理展開を示す表現

が説明されたコラムなので，大学入試の長

文読解問題対策として読ませるとよい。 
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Crown English Communication II, p. 155.

 

Just a few weeks before World War I (1)broke out 

in 1914, the whole Thornhill family moved back to 

England.  In England, the war quickly (2)separated 

Kaka and Teddy, since Teddy’s father was sent to 

work for the Navy while Kaka remained in London.  

Kaka continued to send cards to Teddy that featured 

pictures of animals, sports and inventions. 
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(1) break  break out, p. 237. 

 

・ には自動詞用法の break outと他動詞

用法の break A outがあるが，教科書本文

では目的語が後続していないので break 

out の方を参照させる。成句見出しに重要

成句を示すアステリスク(*)が付いている

ことに注意させる。 

・ 教科書本文では主語が World War I (第 1

次世界大戦)になっていることを確かめさ

せる。自動詞用法の場合，一緒に用いられ

ることの多い主語に関する情報(選択制限)

が山形かっこ〈  〉に示されているのでチ

ェックさせ，教科書のこの部分は「〈戦争・

火事・乱闘などが〉急に起こる，発生する，

勃発する」と記されている成句義(1)になる

ことを確かめさせる。日本語でも「勃発す

る」という動詞の主語として「戦争」がよ

く使われることに触れ，発信活動における

コロケーションの重要性に言及するのも

よい。 

 

(2) separate 3, p. 1705-06.

 
・ 見出し語・発音記号の横にあるの発音注

記をチェックさせる。強勢の位置だけでな

く，教科書 157ページに形容詞用法が出て

くるので，形容詞の発音との違いを先に確

かめさせるのもよい。 

 

・ 教科書本文では separated Kaka and Ted- 

dy と人が目的語になっていることを確か

めさせる。山形かっこ〈  〉で示された，

目的語となる名詞の特徴(選択制限)に注目

させて，〈人〉を目的語とする語義 2 と語
義 3 を比較させる。教科書本文の主語が

the war (戦争)であることから，語義 3の
方がこの部分に合っており，「戦争がすぐ

にカカとテディを離れ離れにした」という

意味になることを確認させる。 

・ 教科書次ページ 6 行目には they (=fami- 

lies) were separated という表現が出てく

るので，familyが目的語になっている辞書

の第 2用例や，受動態になっている第 4用

例を参照させる。 
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Crown English Communication II, p. 156. 

 
－3 

After the war ended in 1918, Teddy moved 

back to India with his father while Kaka remained 

in England.  In those days, people traveled long 

distances by ship, and families lived apart for their 

education and for their work.  Families wanted   

to be connected even though they were separated  

by long distances. They wrote letters, (1)although it 

would take many weeks for (2)mail to reach its 

destination by ship. 

Kaka’s letters from this period were directed 

to his granddaughters 

Margaret and Elizabeth  

as well as  Teddy.  When   

his grandchildren (3)turned 

five, Kaka began to include 

longer sentences in his 

messages, using (4)capital 

letters to help them learn  

to read.  He wrote to them 

not only about the rare 

animals  of  India  but  also 
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Lesson 10—Section 3 

(1) although  1, p. 64.

 

・ 見出し語・発音記号の横にあるの発音注

記をチェックさせる。

・ 語義 1 で意味を確認させた上で， (→

though )と記されているので参照させ

る(p. 1972)。コラムには多くの情報がある

のですべてを読ませる必要はないが，(1)に

は though との共通点・相違点がまとめて

あるので確認させる。特に，教科書本文の

直前の文で使われているeven thoughにつ

いても触れられているので，注意させる。 



 

(2) mail  2, p. 1161.

 

・ 教科書本文で for mailとなっていることか

ら，不可算用法である語義 2と語義 4を参
照させる。語義4にあるの注記に「e-mail

の方が普通」と記されているのを確かめさ

せる。教科書本文が述べている時代には電

子メールは存在していないことも考えあ

わせ，語義 2がふさわしいことを確認させ
る。カタカナ語からすぐに「メール」と訳

してしまうので注意させたい。 

・ のロゴの後にある集合的にという用

法指示や訳語から，1 通の手紙ではなく郵

便物というまとまりを指していることを

チェックさせ，教科書本文が「郵便が船で

あて先に着くのに何週間もかかった」とい

う意味になることを確認させる。 
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(3) turn 8, p. 2040. 

 

・ よく知っているつもりの動詞でも，別の意

味で使われている場合があるので辞書で

調べさせたい。教科書本文が his grand- 

children turned fiveと人が主語，数字が目

的語になっていることをチェックさせ，

「回す」「曲げる」「変える」といった意味

では，この部分と合わないことを確かめさ

せる。 

・ 山形かっこ〈  〉で示されている，目的語

となる名詞の特徴(選択制限)の部分に「あ

る年齢」と記されていることから語義 8に
導く。辞書の第 1用例を参照させ，教科書

本文が「彼の孫たちが 5歳になった」とい

う意味になることを確認させる。 

 

(4) capital 3, p. 286. 

 

・ 教科書本文と同じ capital letterが(  )に囲

って太字で示されている語義3を参照させ，
capitalという名詞に「大文字」という意味

があり，複合語の capital letter も同じ意

味で使われることを確認させる。見出し語

と見出し語から始まる複合語が同じ意味

を表す場合は，このケースのように最後の

複合語をまとめた部分ではなく，語義部分

に複合語が示されているので注意させる。 

・ 対語・反意語を示す⇔で(⇔small letter)と

記されていることをチェックさせ，小文字

という場合は small letterを用いることを

確かめさせる。 
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Crown English Communication II, p. 157. 

 

about inventions and (1)technology.  The telephone, 

radio, and powered flight were the pioneering 

technologies of the 1920s. 

Teddy (2)remembered being sent from India  

to England to attend boarding school when he was 

10 years old.  He went on to the university and  

then joined the Colonial Service to be stationed 

overseas.  Kaka had few (3)opportunities to meet his 

grandchildren.  So he continued to write to his 

family members living in their separate locations 

across Europe and India. 
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 (1) technology  1, p. 1934.

 

・ 教科書本文では and で並列された名詞の

うち inventions は複数形，technology は

単数形であることから，ここでは technolo- 

gy は不可算用法であることを確かめさせ

る。さらに，同ページの次行では the pio- 

neering technologies と今度は複数形で使

われていることを確認させる。 

・ 語義 1 にあるのロゴ，および具体例で

はという用法指示をチェックさせる。

教科書本文で先に出てきた不可算名詞と

して使われている technology は科学技術

一般を指し，可算名詞として使われている

technologiesは電話，ラジオ，動力飛行機

といった具体的な先駆的(pioneering)技術

を指していることを確かめさせる。 

 

(2) remember 1b, p. 1586–87.

 

・ 教科書本文が remembered being sent …

と-ingが続いていることからremember (A 

[A's]) doingの文型表示のある語義 1b
に導く。文型表示の(A [A's])の部分は丸

かっこ( )で囲まれているので省略される

場合もあることをチェックさせ，教科書本

文では省略されていることを確認させる。

また，やや複雑になるが，丸かっこの中の

角かっこ[  ]は「言い換え可能」であること

を示しているので，この文型は①remem- 

ber A doing, ②remember A's doing，③

remember doingの 3パターンを示してい

ることをこの機会に理解させたい。 

・ 後続する形が to 不定詞の場合と-ing の場

合の意味の違いを確認するため，語義 1b
と語義 3を比較させる。その違いを踏まえ
た上で，教科書本文が「インドからイギリ

スに送られたことを覚えていた」という意

味になることを理解させる。 

 

・ 語義 3 にはコラムがあり，remember 

doing と remember to do の違いをまとめ

て説明しているのでチェックさせる。 
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(3) opportunity 1, p. 1353.

 

・ 教科書本文と同じ have を使った用例のあ

る語義 1に導く。共に使われる前置詞や句
が二重山形かっこで示されているの

でチェックさせる。to do, of doingと 2つ

の形が示されているが，toが太字になって

いるのを確かめさせる。「…する機会」と表

現する場合はどちらの形も用いられるが，

太字になっている to 不定詞の形の方がよ

く用いられることを示しているので注意

させる。 

・ 教科書本文と同じ have を使い，to 不定詞

が後続している辞書の第1用例をチェック

させ，「…する機会を得る」という場合に

haveを，「…する機会を失う」という場合

に miss, lose を用いることを確認させる。 

・ の注記に「→chance」という参照指

示があるので調べさせる(p. 315)。「機会」

を意味する chance, opportunity, occasion

の違いを理解させる。 
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Crown English Communication II, p. 158. 
 

－4 

The final reunion between Teddy and Kaka 

was in Switzerland in 1938, when Teddy was 26 

years old.  After this reunion, Teddy wrote in a 

letter to Kaka that Kaka was the best friend he had 

ever had. He expressed his (1)thanks for all the love 

and kindness Kaka had shown him throughout his 

life.  When World War II began in 1939, further 

contact  between  Kaka  and  Teddy  became 

impossible.  Kaka died in 1942 at the age of 88. 

Although about 100 years have passed since 

Kaka began writing letters, they continue to attract 

readers both young and old around the world.  The 

letters (2)remind us that 

wherever we are, and  

in whatever times we 

live, the extra effort to 

show that we care to 
keep in touch makes 
all the (3)difference. In 

an age when we can 

connect with friends 
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 Lesson 10—Section 4 

 (1) thank  2, p. 1948.

 

・ 教科書本文では expressed his thanks と

動詞の目的語になっていることから，名詞

部分を参照させる。のロゴと複数形の表

示に続き，語義全体に先立って～sとい

う用法指示があるのをチェックさせ，複数

形で用いられる名詞であることを確かめ

させる。 

・ 教科書本文と同じ expressを使った用例の

ある語義 2に導く。共に使われる前置詞や
句が二重山形かっこで示されている

が，複数ある場合はスラッシュ( / )を使っ

て併記されているので注意させる。「人・神

への/…に対する/…してくれたことへの」

と表現する場合はそれぞれ「to / for / for 

doing」を使うと記されていることをチェ

ックさせる。 

・ 教科書本文では thanks に「for＋名詞句」

が続いている(for all the love and kind- 

ness …)ことを確認させ，この部分は「カ

カが生涯を通じて彼に示したすべての愛

と優しさに対し，感謝の思いを表した」と

いう意味になることを確かめさせる。

 

(2) remind 1b, p. 1587.

 

・ 教科書本文が remind us that …となって

いることからremind A to do/that節/wh

句の文型表示のある語義 1b を参照させ，
この部分では that 節が用いられているこ

とをチェックさせる。主語や Aの部分に来

る名詞の特徴(選択制限)が山形かっこ〈  〉

に囲って示されているので注意させる。 

・ 教科書本文では主語が the letters (その手

紙)で，目的語が usという人を表す代名詞

になっていることを確かめさせる。that節

を使った辞書の第 2用例を参照させ，教科

書のこの部分が「その手紙が…ということ

を私たちに気付かせる[その手紙で…とい

うことを私たちは思い出す]」という意味に

なることを確認させる。

 

(3) difference make a difference, pp. 

522–23.

 

・ 動詞と名詞からなる成句の場合は，通例名

詞のところで成句が出ているので，differ- 

enceを調べさせる。 

・ (difference には a のほかに通例程度を

表すなどを伴う)という注記をチェック

させた上で，教科書本文と同じ all the 

differenceが使われている辞書の第 1用例

をチェックし，意味を確認させる。 
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Crown English Communication II, p. 159. 

 

and family instantly through e-mail, text-messaging 

and SNS, keeping in touch is something we take  

for (1)granted.  Kaka was fascinated by technology, 

and he would have enjoyed using the Internet as   

a way of staying in touch with his family across   

the seas.  But how many electronic messages will 

(2)remain as “treasures” that can be passed on to later 

generations? Handwritten letters have a special 

(3)lasting magic that is born from the time and care 

taken to write and send them. Kaka’s love for his 

family lives on through the illustrated letters that 

he sent to his grandchildren. 
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(1) grant take A for granted, p. 844.

 

・ 動詞と前置詞からなる成句の場合は，動詞

のところで成句が出ているが，この成句の

場合，take と grant という 2 つの動詞が

使われていることを確かめさせる。このよ

うな場合は take のように幅広い意味を持

つ語ではなく，意味範囲の狭い語のところ

で成句が出ているので grantを調べさせる。 

・ 成句見出しに重要成句を示すアステリス

ク(*)が付いていることに注意させる。 

・ 教科書本文では something we take for 

granted と，A に当たる名詞(ここでは

something)を we take for grantedが後置

修飾した形になっていることをチェック

させ，この部分が「私たちが当然のことと

考えているもの」という意味になることを

確かめさせる。

 

(2) remain 3, p. 1585.

 

・ 教科書本文が remain as “treasures”とな

っていることを確かめさせる。語義 1 (名

詞・形容詞・分詞などが後続)や語義 2 (場

所・状態の表現が後続)の文型表示，語義 4 
(to be done が後続)の用法指示とは合わな

いことから語義 3を参照させ，この部分が
「『宝』として残る」という意味になること

を確認させる。 

・ 教科書 155 ページ 23 行目や，156 ページ

2–3行目の remainは，それぞれ in London, 

in England と場所を表す表現が後続して

いることを確認させる。同じ remainだが，

この 2か所は語義 2の「…にとどまる」を
意味しているので，先ほどの「残る」との

違いに注意させる。 

 

(3) lasting , p. 1083.

 

・ 通例の前でという用法指示から，通例

は限定用法で用いられることをチェック

させ，教科書本文もmagicという名詞の前

で用いられていることを確かめさせる。 

・ 見出し語横の  が示す語源欄→last2

に注意させる。冊子辞書なら同じページに

ある last2を参照させ，「続く」という動詞

から lasting (長続きする)という形容詞が

来ていることを確かめさせる。 

 

 

 


